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最近話題となっている病害虫
岩手県農業研究センター環境部病理昆虫研究室 小山田早希

ホウレンソウ白斑病

学名：Stemphylium botryosum
英名：leaf spot
ホウレンソウ白斑病は、1997 年に米国・カ

リフォルニア州で、国内では 2000 年に群馬県

において発生が確認された（酒井ら, 2002）。
岩手県では、2007 年に県北部の雨よけ栽培ホ

ウレンソウで初確認され、多発事例も散見さ

れた（岩舘, 2015）。国内での発生は、現在の

ところ、北海道（三澤ら, 2014）、青森県（青

森県, 2009）、岩手県、群馬県に限られている。

病原菌は Stemphylium botryosum（KOIKE et al., 2001
；酒井ら, 2002）および S. vesicarium の報告が

ある（三澤ら, 2014）。
生態・被害：本病は 5 ～ 11 月頃に発生し、初

期症状として、葉身に数 mm 程度の円形で暗

緑色から灰色の小斑点が形成される。その後、

病斑は淡褐色に変色するとともに癒合し、そ

の表面は乾き破れやすくなる（図 1）。病勢が

進展した病斑上には Stemphylium 属菌特有の俵

型分生子（図 2）が多数形成されるため、顕

微鏡下で比較的容易に診断できるが、初期の

病斑は、高温時に発生する日焼け症状や、薬

害との判別が困難であるため、注意が必要で

ある。本病は種子伝染するとされる（KOIKE et
al., 2001）。
防除：現在のところ、ホウレンソウの主要な

品種の中には、本病抵抗性の強いものはない

と考えられる（KOIKE et al., 2001；岩舘 , 2015）。
本病の防除にはホセチル水和剤、バチルスズ

ブチリス水和剤、銅水和剤が有効であり、前

年または前作で本病が多発したほ場では、こ

れらの薬剤を播種 7 日後頃（発芽頃）から 7
日間隔で 3 回程度散布することで被害を軽減

できる（岩舘 , 2015）。なお、高温時の銅水和

剤の散布は、銅剤特有の葉焼け症状の発生や、

収穫間際の散布は葉の汚れにつながるため、

使用は初期の防除に限られる。また、ホセチ

ル水和剤は、農薬登録上ホウレンソウでの使

用回数が 2 回以内（平成 27 年 9 月 18 日現在）

となっているので注意が必要である。耕種的

対策として、次作の伝染源を残さないように

するため、ホウレンソウ収穫後には残さをほ

場外へ除去するなどして適切に処分すること

も有効である。
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図 2 ホウレンソウ白斑病菌の分生子

図 1 ホウレンソウ白斑病の典型的な病徴
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